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問
総
務
課　
☎（
２
３
２
）２
１
１
１

問
菊
陽
町
熊
本
地
震
復
旧
・
復
興
本
部（
総
務
課
内
）　
☎（
２
３
２
）２
１
１
１

○
各
種
申
請
期
限

り
災
証
明
書
の
申
請
は

３
月
31
日
㈮
ま
で

　
住
家
な
ど
の
被
害
状
況
を
証
明
す
る
も

の
で
す
。
一
部
損
壊
の
り
災
証
明
書
は
、

総
務
課
で
即
時
発
行
し
ま
す
。

■
対
象　
被
災
し
た
住
家
・
非
住
家（
納

屋
な
ど
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課　
☎（
２
３
２
）２
１
１
１

被
災
家
屋
な
ど
の
解
体
撤
去
の　

申
請
は
３
月
31
日
㈮
ま
で

　
被
災
し
た
家
屋
な
ど
の
解
体
撤
去
を
支

援
し
ま
す
。

■
対
象　
り
災
証
明
書
で
半
壊
以
上
の
認

定
を
受
け
、
建
物
の
解
体
撤
去
を
希
望

す
る
人（
り
災
証
明
書
の
発
行
が
平
成

29
年
４
月
以
降
で
、
解
体
を
希
望
す
る

人
は
平
成
29
年
５
月
末
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

環
境
生
活
課　
☎（
２
３
２
）２
１
１
４

　
本
計
画
は
、
昨
年
７
月
に
復
旧
・
復
興

本
部
を
設
置
し
、
素
案
の
作
成
後
、
各
方

面
か
ら
の
意
見
を
聴
い
て
町
が
策
定
を
進

め
て
き
た
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
８
月
～
９
月
に
６
回
に

分
け
て
地
域
住
民
と
の
座
談
会
を
開
催
、

９
月
と
11
月
に
は
、「
議
会
熊
本
地
震
復

興
支
援
特
別
委
員
会
」
と
意
見
を
交
換
し

ま
し
た
。
12
月
か
ら
１
月
ま
で
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
き
を
経
て
、
内

容
を
修
正
し
、
12
月
12
日
か
ら
の
３
度
の

復
旧
・
復
興
計
画
策
定
委
員
会（
委
員
長
・

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課　
☎（
２
３
２
）４
９
１
３

○
税
や
保
険
料
な
ど
の
減
免
申
請

介
護
保
険
料
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

減
免
申
請
は
３
月
31
日
㈮
ま
で

　

介
護
保
険
料（
65
歳
以
上
の
第
１
号
被

保
険
者
の
み
）と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象　
り
災
証
明
書
で
半
壊
以
上
の
認

定
を
受
け
た
人
、
震
災
に
よ
る
失
業
な

ど
に
よ
り
、�収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
人

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課　
☎（
２
３
２
）２
５
０
８

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

減
免
申
請
は
４
月
13
日
㈭
ま
で

　
被
保
険
者
の
保
険
料
を
減
免
し
ま
す
。

■
対
象　
り
災
証
明
書
で
半
壊
以
上
の
認

定
を
受
け
た
被
保
険
者
、
世
帯
主
の
収

入
が
大
幅
に
減
少
し
た
被
保
険
者

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
健
康
・
保
険
課
☎（
２
３
２
）４
９
１
２

保
育
料
の
減
免
申
請
は

３
月
31
日
㈮
ま
で

　

保
育
所
な
ど
の
利
用
者
負
担
額（
保
育

料
）を
減
免
し
ま
す
。

■
対
象　
り
災
証
明
書
で
半
壊
以
上
の
認

定
を
受
け
た
世
帯
、
疾
病
・
失
業
な
ど

み
な
し
仮
設
住
宅
の
入
居
申
請
は

３
月
31
日
㈮
ま
で

　
り
災
証
明
書
で
半
壊
以
上
の
認
定
を
受

け
た
被
災
者
に
対
し
、
県
が
民
間
賃
貸
住

宅
を
借
り
上
げ
て
提
供
し
ま
す
。

■
申
込
期
限
に
間
に
合
わ
な
い
場
合

　
入
居
物
件
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
、
り
災

区
分
が
確
定
し
て
い
な
い
な
ど
の
特
別
な

事
情
に
よ
り
、
み
な
し
仮
設
住
宅
へ
の
入

居
申
込
期
限
に
間
に
合
わ
な
い
人
は
、

「
理
由
書
」
を
３
月
31
日
㈮
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
居
期
限
は
５
月
末
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　
☎（
２
３
２
）４
９
１
３

被
災
住
宅
の
応
急
修
理
申
請
は

４
月
13
日
㈭
ま
で

　
被
災
住
宅
で
、
日
常
生
活
に
不
可
欠
な

部
分
の
応
急
的
な
修
理
に
つ
い
て
、
一
定

の
範
囲
内
で
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

■
対
象　
り
災
証
明
書
で
半
壊
以
上
の
認

定
を
受
け
、
自
ら
修
理
す
る
資
力
の
な

い
世
帯

明あ
か

石し

照て
る
ひ
さ久
県
立
大
名
誉
教
授
）に
よ
り
検

討
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
１
月
25
日
に
は
最
終
案
が
明
石
委
員
長

か
ら
後
藤
三
雄
町
長
へ
報
告
さ
れ
、
２
月

３
日
の
議
会
全
員
協
議
会
で
の
説
明
を
経

て
、
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。　

　
今
後
は
本
計
画
に
基
づ
き
、
復
旧
・
復

興
に
向
け
た
事
業
や
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
総
務
課
・
西
部
支
所
の
他
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

で
収
入
が
大
幅
に
減
少
し
た
世
帯

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
☎（
２
３
２
）２
２
０
２

町
税
の
減
免
申
請
は

３
月
31
日
㈮
ま
で

　
町
税
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
対
象

◦
固
定
資
産
税
：
家
屋
や
償
却
資
産
な
ど

の
被
害
が
あ
っ
た
人

◦
町
民
税
：
住
宅
や
家
財
に
被
害
が
あ
る

人
や
農
業
収
入
減
と
な
っ
た
人

◦
国
民
健
康
保
険
税
：
住
宅
や
家
財
に
被

害
が
あ
る
人
や
収
入
減
と
な
っ
た
人

◦
軽
自
動
車
税
：
軽
自
動
車
に
被
害
が

あ
っ
た
人

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

税
務
課　
☎（
２
３
２
）４
９
１
１

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
人
へ

各
種
支
援
制
度
に
は
期
限
が
あ
り
ま
す

平
成
28
年
熊
本
地
震

菊
陽
町
熊
本
地
震
復
旧
・
復
興
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
人
へ
の
支
援
制
度
の
申
請
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

も
う
一
度
よ
く
確
認
し
て
、
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

熊
本
地
震
か
ら
の
着
実
な
復
旧
・
復
興
を
目
指
す
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ

い
た
意
見
な
ど
を
反
映
し
、
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

後藤三雄町長へ計画案を報告した
明石照久委員長（左）

　大阪国際空港がある豊中市は、空路で結ばれた市町村
と交流を深める「空港を活かしたまちづくり」を進めて
います。平成23年に豊中市長が菊陽町長を訪問し、熊
本空港の区域の95％を持つ本町も、空港の生かし方を
検討してきました。
　熊本地震では、新幹線や高速道路の復旧が遅れる中、
熊本空港はいち早く再開しました。町は、その直後に豊
中市から空路を使って支援物資の提供を受けました。
　災害時は、複数の交通手段を利用した支援の方法を確
立しておくことが重要との考えから、大阪国際空港があ
り、阪神・淡路大震災の被災経験もある豊中市と、災害
時における相互応援協定を結びました。
■協定の主な内容
❶食糧・水・生活物資の提供
❷救助、医療、防疫、施設復旧
❸職員の派遣

協定を掲げる淺利敬一郎市長と後藤三雄町長

署名する両市町長

認可外保育所の保育料補助
■対象　今年度認可外保育所に通園し、

住宅に半壊以上の被害を受けた人
■補助割合
　全壊・大規模半壊：全額
　半壊：半額
■申請方法　子育て支援課へ補助金交

付申請書を提出してください。
問 子育て支援課　☎（232）2202

復旧・復興アクションプラ
ン別の取り組み
１　住民のくらし・生活の復旧・復興
２　地域産業の復旧・復興
３　社会基盤の復旧・復興
４　災害に強い「人・緑　未来輝く生

活都市　きくよう」の実現
５　復興そして発展へ　～「魅力あふ

れるまち」に向けたアクション～

本町と大阪府豊中市（淺
あさ

利
り

敬
けいいち

一郎
ろう

市長）は、２月10日、災害時における相互応援
協定を締結しました。協定により、災害発生時の早期復旧・復興が期待されます。

空路でのつながりを生かして

大阪府豊中市と災害時相互応援協定を締結
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